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科目名 
 

ゼミナールⅠ 

対象学科・学年 
  教育教福3回生  
   
  
  
  

担当者 
 
金川 廣一郎 

授業テーマ 
 学校教育の現状と国語教育が担っている役割と課題を検証します。この活動を通して卒業研究の道筋を探ります。 
授業の概要と目標 
 なぜ国語の教育をするのか、何を目指して行われるのか。読解指導のみに偏らず、話すこと・聞くこと・書くことも中心に据

えながら、「国語科」の学習および学校教育現場にて必要なさまざまな知識と技能を身につけられるように取り組みます。 
 

評価方法 
 出席状況、発言や活動の様子、ゼミナールの運営への積極性、レポートなどによって総合的に判断します。 

テキスト 
 必要に応じてプリントなどで配布します。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 必要に応じて授業の中で紹介します。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

参加者全員で積極的に研究報告を行い、話し合いを通して互いに高め合ってもらいます。また、知識や情報は、実際に試して

みてこそ自分のものになります。ロールプレイや模擬授業的な場を通して、卒業研究に向けた問題意識の高まりを期待します。

授業には積極的な姿勢で臨んでください 
 
１．オリエンテーション 
２．今、学校で起こっていること① 
３．今、学校で起こっていること② 
４．自らの体験との比較 
５．教育実習に向けて① 
６．教育実習に向けて② 
７．教育実習に向けて③ 
８．図書館等の文献検索 
９．授業中に必要な活動① 

１０．授業中に必要な活動② 
１１．授業中に必要な活動③ 
１２．教育実習を終えて 
１３．教育実習から学んだこと① 
１４．教育実習から学んだこと② 
１５．研究テーマについて① 
１６．文献講読と実践① 
１７．文献講読と実践② 
１８．文献講読と実践③ 
１９．文献講読と実践④ 
２０．文献講読と実践⑤ 
２１．研究テーマについて② 
２２．教育現場で求められている資質について① 
２３．教育現場で求められている資質について② 
２４．教育現場で求められている資質について③ 
２５．教育現場で求められている資質について④ 
２６．卒業研究の進め方のイメージづくり 
２７．卒業研究に向けての資料づくり① 
２８．卒業研究に向けての資料づくり② 
２９．卒業研究にむけての発表会① 
３０．卒業研究にむけての発表会② 

 


